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	スライド 7: 「幅広い知識、ものの見方」「異なる文化に関する知識・理解」が身についた学生が多い。 一方、「数理・統計・データサイエンスに関する知識・技能」が身についた学生が少ない。
	スライド 8: 学年が上がるにつれて大学での成長実感や教育評価はやや高まる一方、 学生の意見が教育改善に反映されているという実感は相対的に低い。
	スライド 9: 多くの時間を授業への出席とアルバイトに費やしている。
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	スライド 11: 教育目標として掲げられている能力は概ね「高めれた」「ある程度高められた」と回答。 「キリスト教ヒューマニズム」「複数言語でのコミュニケーション」に課題か。
	スライド 12: 学年が上がるにつれて、専門分野と進路の結びつきに対する明確な志向は弱まり、 「どちらでもよい」と考える学生が増えている
	スライド 13: 学年進行に従って進路の未定層は減少し、国内企業・団体への就職志向が明確に高まる。
	スライド 14: 留学・語学やキャンパスの雰囲気など教育内容の評価は高い一方、 学費や奨学金といった経済的支援への評価は相対的に低い
	スライド 15: 学年が上がるにつれて、授業・カリキュラムへの理解や納得感が緩やかに高まっている。
	スライド 16: 学年が上がるにつれて、ノート活用や質問行動など主体的な学習行動が強まっている。
	スライド 17: 学年が上がるにつれて留学を希望しない学生が増え、留学志向は全体として低下している。
	スライド 18: 留学を希望しない主な理由は「経済的な負担」と「すでに留学経験があること」であり、 費用面が最大の障壁になっている。
	スライド 19: 専門分野や教養を身につける勉強、人との交流やアルバイトには比較的力を入れている一方、 社会活動や留学準備、公務員試験対策などにはあまり力を入れていない。
	スライド 20: 大多数の学生は在籍継続を前提としている一方で、 退学・再受験を一度でも検討した経験のある学生が1割強存在している。
	スライド 21: 大学の校風や雰囲気への適合感や友人による相談環境は比較的良好である一方、 教員に気軽に相談できる体制は相対的に弱く、学年が上がっても十分とは言えない。
	スライド 22: 学年が上がるにつれて「困っていることはない」学生が大きく増える一方、 低学年では進路に関する不安が主要な悩みとして目立つ。
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